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源
氏
物
語
千
年
紀
の
取
組
で

す
が
、
源
氏
物
語
千
年
紀
委
員

会
を
設
置
（
事
務
局
は
御
所
や

紫
式
部
ゆ
か
り
の
廬
山
寺
に
近

い
上
京
区
の
元
春
日
小
学
校

内
）
し
、
二
十
年
度
総
予
算
額

約
二
億
九
千
万
円
の
う
ち
、
京

都
市
負
担
額
は
一
億
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

主
な
事
業
は
次
の
通
り
で
す
。

　

記
念
式
典　

十
一
月
一
日
に

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を

賜
り
、
国
立
京
都
国
際
会
館
メ

イ
ン
ホ
ー
ル
に
て
記
念
式
典
を

開
催
。「
源
氏
物
語
」
を
は
じ

め
と
す
る
古
典
を
日
本
の
誇
り

と
し
て
後
世
に
伝
え
る
こ
と
を

改
め
て
決
意
し
、
古
典
に
親
し

む
日
と
し
て
「
古
典
の
日
」
宣

言
を
行
い
ま
し
た
。

　

源
氏
物
語
千
年
紀
記
念
演
奏

会　

記
念
式
典
の
前
夜
祭
と
し

て
、
源
氏
物
語
千
年
紀
記
念
演

奏
会
は
、
京
都
市
交
響
楽
団
に

よ
る
千
住
明
氏
作
曲
の
詩
篇
交

響
曲
「
源
氏
物
語
」
の
初
演
を

開
催
し
ま
し
た
。（
10
月
31
日
）

　

源
氏
物
語
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

国
内
外
か
ら
源
氏
物
語
を
は

じ
め
と
す
る
平
安
王
朝
文
学
の

研
究
者
が
集
い
、
国
際
的
見
地

か
ら
の
発
表
と
知
的
交
流
を
図

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
東
京
と
京
都

で
開
催
し
ま
し
た
。（
10
月　

日
〜
11
月
９
日
）

　

源
氏
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム　

現

代
女
性
の
視
点
か
ら
「
源
氏
物

語
」
の
魅
力
を
掘
り
下
げ
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
東
京
と
京
都
で

開
催
し
ま
し
た
。（
10
月
30
日
・

12
月
14
日
）

　

記
念
茶
会　

源
氏
物
語
ゆ
か

り
の
地
に
お
い
て
、
高
校
生
た

ち
が
茶
会
を
催
し
、
お
も
て
な

し
を
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
古

典
に
興
味
を
持
ち
、
日
本
伝
統

文
化
の
素
晴
ら
し
さ
に
触
れ
る

き
っ
か
け
と
し
ま
し
た
。
お
茶

席
の
ほ
か
、
源
氏
香
体
験
、
十

二
単
着
装
実
演
も
開
催
し
ま
し

た
（
11
月
２
日
）

　

新
年
を
迎
え
、
「
華
や
か
な
特
集
記
事
」
を
と
考
え
、
今
号
は
雅
や
か
な
平
安
王
朝
文
化
を

描
い
た
源
氏
物
語
の
千
年
紀
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
特
集
し
ま
し
た
。
京
都
市
は
20
年
度
に
１
億
円

以
上
の
予
算
を
確
保
し
多
彩
な
記
念
行
事
や
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
ま
で
に
開
催
さ

れ
た
行
事
等
を
振
り
返
り
、
「
ま
だ
間
に
合
う
千
年
紀
事
業
」
も
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

▽
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
特
別
展
「
マ
ン
ガ
で
読
む
京
都
第
２
巻
〜
平
安
マ
ン
ガ

　

絵
巻　

み
や
び
・
異
界
・
キ
ッ
チ
ュ
」（
１
月
18
日
ま
で
）

▽
京
都
市
考
古
資
料
館
特
別
展
示　

紫
式
部
の
生
き
た
京
都
（
１
月
31
日
ま
で
）

▽
京
都
文
化
博
物
館
常
設
展
「
平
安
時
代
の
器
類
」（
３
月
15
日
ま
で
）

▽
森
一
郎
先
生
講
演
会
（
紫
式
部
顕
彰
会
主
催
）（
１
月
26
日
、
２
月
９
日
、
３
月
９
日
）

▽
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
素
謡
の
会　

源
氏
の
恋
模
様
（
２
月
19
日
）

こ
の
他
に
も
多
く
の
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
源
氏
物
語
千
年
紀
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

雅
や
か

多
彩
に
記
念
事
業

雅
や
か

多
彩
に
記
念
事
業

京
都
市

両
陛
下
を
お
迎
え
し
て

記
念
式
典
︵
昨
年
11
月
︶

源氏物語千年紀

源氏物語千年紀事業の推進

【府、商工会議所等との共同事業】
・源氏物語千年紀事業（共同事業） （総合企画局）

【本市独自事業】
・「源氏夢舞台～下鴨に舞う紫の夕べ」 （文化市民局）
・紫式部の生きた平安京を巡るスタンプラリー
 及び講演会 （文化市民局）
・「京都おこしやす大学」事業 （産業観光局）
 「京の文学部」で源氏物語をテーマに設定
・「京都創生の地（平安京）源氏物語の世界を
　みんなで再発見」 （上京区）
・個性あふれる区づくり推進事業
 上京歴史探訪館の運営 （上京区）
・「源氏物語の夕べ in 勧修寺」 （山科区）
・「源融が結ぶ塩竈の縁（ゆかり）
 ～下京区130周年を記念して～」 （下京区）
・特別展「源氏物語と平安京」 （教育委員会）
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源氏物語千年紀事業予算 （単位　千円）

本年度予算額事 　 　 　 業 前年度予算額

26

「古典の日」を宣言した源氏物語千年紀記念式典（国立京都国際会館）

京都市独自事業　特別展「源氏物語と平安京」（京都アスニー）

源氏物語千年紀委員会ホームページより
http://ｗｗｗ2008genji.jp

内　　訳
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橋
村
芳
和
議
員
（
質
問
）
昨
今
、

一
部
の
都
市
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
解
体
論
ま

で
飛
び
交
う
中
、
本
市
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
認
識
さ

れ
、
今
後
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
、
よ
り

多
く
の
保
護
者
に
理
解
さ
れ
、
参
画

し
や
す
く
な
る
よ
う
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
お
考
え
か
、
教

育
長
の
ご
所
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　

高
桑
三
男
教
育
長
（
答
弁
）
こ
れ

ま
で
各
P
T
A
で
は
、
夏
休
み
期
間

中
等
の
「
家
族
の
宿
題
」
の
提
唱
、

「
メ
ー
ル
発
信
機
能
付
き
の
P
T
A

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の
開
設
な
ど
、
行

動
す
る
P
T
A
と
し
て
、
全
国
を

リ
ー
ド
す
る
教
育
改
革
の
原
動
力
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、
役
員

に
な
る
こ
と
を
敬
遠
し
た
り
、
一
部

の
方
に
負
担
が
集
中
す
る
傾
向
が
あ

る
の
も
事
実
で
す
。
そ
の
た
め
、Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
る
た

め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
研
修

会
や
花
背
山
の
家
で
交
流
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
新
た
に

P
T
A
活
動
を
分
か
り
や
す
る
解
説

し
た
P
T
A
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
、
全
保
護
者
へ
配
布
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

橋
村
芳
和
議
員
（
質
問
）
市
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
見
直
し
を
進
め
て

い
く
の
か
、
市
長
の
不
退
転
の
決
意

を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　

門
川
大
作
市
長（
答
弁
）

同
和
行
政
終
結
後
の
行
政

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

市
長
就
任
後
直
ち
に
総
点

検
委
員
会
を
設
置
し
、
徹

底
的
に
オ
ー
プ
ン
な
場
で

集
中
的
な
議
論
を
い
た
だ

き
、
ま
と
め
ら
れ
た
結
論

を
最
大
限
尊
重
し
た
改
革

を
断
行
す
る
こ
と
を
お
約

束
致
し
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
も
、
更
に
全
市
的
な
観

点
か
ら
理
解
と
共
感
が
得

ら
れ
る
も
の
に
生
ま
れ
変

わ
る
こ
と
が
、
同
和
問
題

の
真
の
解
決
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
す

る
こ
と
と
致
し
ま
す
。
ま

ず
、
今
年
度
末
を
も
っ
て

相
談
事
業
を
廃
止
す
る
こ
と
な
ど
に

伴
い
、
セ
ン
タ
ー
に
職
員
を
配
置
し

な
い
こ
と
と
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
屋
内
体
育
施
設
の
更
な
る

利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
新
た
に
休

日
開
所
を
実
施
す
る
ほ
か
、
平
成
二

十
二
年
度
末
ま
で
を
目
途
に
、
市
民

参
加
に
よ
る
検
討
を
行
い
、
広
く
市

民
活
動
を
支
援
す
る
施
設
や
留
学
生

セ
ン
タ
ー
な
ど
様
々
な
行
政
課
題
に

対
応
し
た
施
設
に
転
用
し
、
転
用
ま

で
の
間
は
、
民
間
委
託
に
よ
り
貸
館

事
業
等
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

橋
村
芳
和
議
員
（
質
問
）
本
市
で

は
、
消
防
局
に
全
国
で
唯
一
の
文
化

財
係
を
設
置
さ
れ
、
京
都
な
ら
で
は

の
文
化
財
防
火
対
策
を
進
め
、
全
国

に
発
信
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
文

化
財
の
防
火
対
策
に
は
課
題
が
尽
き

ま
せ
ん
。
文
化
財
防
火
に
対
す
る
市

長
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　

門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
本
市
は

文
化
財
防
火
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
、
早
く
か
ら
数
々
の
施
策
を
創

案
し
、
国
内
外
に
発
信
し
て
参
り
ま

し
た
。
特
に
、
お
寺
や
神
社
と
地
域

の
方
々
と
が
協
力
し
て
文
化
財
を
災

害
か
ら
守
る
、
地
域
力
を
活
か
し
た

二
百
三
十
五
ヵ
所
の
「
文
化
財
市
民

レ
ス
キ
ュ
ー
体
制
」
や
、
文
化
財
と

そ
の
周
辺
の
歴
史
的
な
町
並
み
を
地

域
の
絆
で
守
る
「
防
火
水
利
整
備
事

業
」
は
、
画
期
的
な
取
組
と
し
て
全

国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
文

化
財
関
係
者
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、

市
民
の
方
々
と
と
も
に
知
恵
を
出
し

合
い
、
行
動
す
る
地
域
ぐ
る
み
の
取

組
を
行
い
、
一
層
文
化
財
防
火
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

橋
村
芳
和
議
員
（
伏
見
区
）

課
題
が
尽
き
な
い

文
化
財
防
火
対
策

橋村芳和議員の質問項目

・「共汗」による市政運営

・コミュニティセンターの見直し

・国際交流の推進

・京都市の病院事業の今後の運営

・PTA活動の現状と今後の取組

・文化財の防火対策

・高度集積地区のまちづくり

代
表
質
問
11　
　

月

定
例
市
会

理解と共感へ
同和問題真の解決
年度内に限り廃止

ＰＴＡの活動
理解と関心求めて
研修会や交流会も

教
育
改
革
の〝
原
動
力
〞に

教
育
改
革
の〝
原
動
力
〞に

コ
ミ
セ
ン
の
見
直
し

理
解
と
共
感
求
め
る

既
に
11
回
を
数
え
た
京
都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

寺
田
一
博
議
員
（
質
問
）
本
市
の

補
助
金
に
つ
い
て
、
今
一
度
全
庁
的

に
執
行
状
況
に
つ
い
て
そ
の
存
在
意

義
、
金
額
の
合
理
性
も
含
め
て
厳
格

な
点
検
が
必
要
で
な
い
か
と
考
え
ま

す
。「
公
益
上
必
要
が
あ
る
場
合
」

に
該
当
す
る
か
否
か
を
検
証
し
、
そ

の
判
断
基
準
の
合
理
性
に
つ
い
て
市

民
に
対
し
て
説
明
責
任
を
果
た
す
こ

と
の
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
市
長
に
提
言
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
こ
の
機
会
に
こ
そ
都

市
基
盤
整
備
を
行
い
、
京
都
市
財
政

の
足
腰
を
強
く
す
る
こ
と
が
急
務
で

す
。
京
都
市
は
一
部
の
地
域
を
除
き

戦
災
を
逃
れ
た
た
め
多
く
の
細
街
路

が
あ
り
、
認
定
さ
れ
て
い
な
い
道
路

も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
市
民
が
家
を

建
て
替
え
る
時
に
困
る
ケ
ー
ス
も
多

く
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
全
市

域
で
の
道
路
計
画
を
し
っ
か
り
と
構

築
し
、
道
路
認
定
基
準
の
緩
和
等
を

ス
ピ
ー
デ
ィ
に
行
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。
財
政
が
危
機
的
な
中
、

小
さ
な
子
供
達
や
ご
高
齢
の
皆
様
、

ま
た
そ
う
い
っ
た
方
を
見
守
る
皆
様

方
は
不
安
を
抱
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

京
都
市
の
福
祉
を
後
退
さ
せ
な
い
た

め
に
も
、
支
出
抑
制
と
増
収
に
向
け

て
提
言
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
ご
見

解
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
本
市
の

危
機
的
な
財
政
状
況
の
下
、
今
後
は

さ
ら
に
個
々
の
補
助
金
の
必
要
性
等

に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
一
か
ら
徹
底
的
な

点
検
、
検
証
を
行
い
、
見
直
す
べ
き

も
の
は
見
直
し
、
分
か
り
や
す
い
情

報
開
示
に
努
め
、
説
明
責
任
を
果
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。
次
に
道
路
認
定

基
準
に
つ
い
て
は
か
ね
て
よ
り
の
議

員
ご
指
摘
も
踏
ま
え
現
在
見
直
し
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て
お
り
、
年
度

内
に
は
改
正
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

（
寺
田
一
博
議
員
の
質
問
３
面
に
続
く
）

補
助
金
支
出
の
明
確
化
を

補
助
金
支
出
の
明
確
化
を

寺田一博議員の質問項目
・外郭団体の見直し

・補助金支出基準の明確化

・固定資産税増収のための都市基盤整備

・次期の介護保険料

・国民健康保険の未納者対策

・建物の安心安全対策

・地球温暖化防止に向けた取組

・中小企業への緊急経済対策

・和装産業活性化のための取組

・商店街への加入促進に関する条例の制定

・未来の科学者を科学センターから（要望）

・文化財保護政策について（要望）

寺
田
一
博
議
員
（
上
京
区
）

公
益
上
必
要
の
有
無

徹
底
的
な
点
検
と
検
査
を
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西
村
義
直
議
員
（
質
問
）
京
都
市

の
全
て
の
市
立
小
学
校
、
特
別
支
援

学
校
に
通
う
約
六
万
人
の
子
ど
も
た

ち
が
行
う
フ
ッ
化
物
洗
口
は
、
海
外

で
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、

む
し
歯
の
減
少
が
大
き
く
期
待
で
き

る
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
に
向

け
て
は
、
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と

も
認
識
し
て
い
ま
す
が
安
全
に
活
用

す
れ
ば
、
八
十
歳
の
時
点
で
自
分
の

歯
を
二
十
本
残
そ
う
と
い
う
取
組
の

８
０
２
０
推
進
運
動

の
目
標
達
成
に
も
大

き
く
近
づ
け
る
も
の

と
確
信
い
た
し
ま
す

が
、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

門
川
大
作
市
長

（
答
弁
）　

生
活
の
基

本
で
あ
る
歯
の
健
康

を
保
持
す
る
た
め

に
、
フ
ッ
化
物
を
用

い
る
こ
と
は
有
益
で

あ
る
と
認
識
し
、
本

市
で
は
、
す
べ
て
の

小
学
校
で
フ
ッ
化
物

洗
口
を
保
護
者
の
同

意
を
得
て
実
施
す
る

な
ど
、
市
民
お
一
人
お
一
人
に
生
涯

を
通
じ
て
歯
を
健
康
に
保
ち
、
年
度

内
に
「
京
都
市
口
腔
保
健
推
進
行
動

指
針
」
を
策
定
し
、「
む
し
歯
予
防
」、

「
歯
周
病
予
防
」
を
柱
と
す
る
施
策

を
更
に
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
８
０
２
０
運
動
の
目
標
を
達
成

し
て
参
り
ま
す
。

　

西
村
義
直
議
員
（
質
問
）
第
二
外

環
状
道
路
、
大
山
崎
・
大
枝
間
九
・

八
㎞
の
整
備
は
西
京
区
の
み
な
ら
ず

京
都
市
や
京
都
府
に
と
り
大
き
な
事

業
で
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
、
地
域
の

環
境
改
善
、
地
域
の
住
民
や
地
域
を

訪
れ
る
方
々
が
快
適
に
感
じ
ら
れ
る

活
性
化
し
た
も
の
と
し
て
大
望
の
平

成
二
十
四
年
度
末
に
完
成
で
き
る
見

通
し
と
、
同
じ
時
期
に
供
用
開
始
予

定
の
大
山
崎
大
枝
線
や
中
山
石
見
線

及
び
久
世
北
茶
屋
線
接
続
の
進
捗
状

況
と
完
成
の
見
通
し
を
、
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

　

山
崎
糸
治
建
設
局
長
（
答
弁
）
西

京
区
を
は
じ
め
本
市
の
発
展
に
も
資

す
る
道
路
と
し
て
、
大
枝
沓
掛
地
区

で
八
割
半
ば
の
用
地
買
収
が
完
了
す

る
な
ど
、
鋭
意
進
捗
が
図
ら
れ
、
平

成
二
十
四
年
度
の
完
成
に
向
け
、
事

業
者
で
あ
る
国
等
と
連
携
し
、
事
業

促
進
に
努
め
、
本
市
が
取
り
組
む
大

山
崎
大
枝
線
第
一
工
区
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
か
ら
工
事
に
も
着
手
を

し
て
お
り
、
京
都
第
二
外
環
状
道
路

と
同
時
に
供
用
が
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

西
村
義
直
議
員
（
質
問
）
現
在
、

市
立
病
院
に
お
け
る
診
察
代
、
入
院

費
な
ど
の
支
払
い
は
基
本
的
に
は
現

金
の
み
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ

る
納
付
は
行
な
わ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
体
調
の
悪
い
と
き
な
ど
に
多
額

の
現
金
を
持
ち
歩
く
必
要
が
な
く
な

り
、
病
院
に
と
っ
て
も
現
金
を
持
た

ず
に
来
院
し
た
急
患
な
ど
の
診
療
費

の
未
収
解
消
に
役
立
ち
、
市
民
が
常

に
現
金
で
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
市
民
が
本
当
に
困
っ
て
い
る
と

き
の
手
間
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
利
点
は
大
き
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

浅
野
義
孝
保
健
福
祉
局
長（
答
弁
）

救
急
受
診
の
際
な
ど
、
現
金
を
持
っ

て
な
い
場
合
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
よ
る
支
払
に
つ
い
て
は
、
患
者
様

の
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
未

収
金
の
減
少
に
も
効
果
が
あ
る
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
シ
ス
テ
ム

改
修
等
の
初
期
費
用
と
と
も
に
、

カ
ー
ド
会
社
へ
の
手
数
料
が
必
要
と

な
る
た
め
、
今
の
と
こ
ろ
実
施
し
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
費
用
対
効

果
や
他
都
市
で
の
取
組
状
況
等
を
踏

ま
え
、検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
立
病
院
カ
ー
ド

支
払
い
導
入
検
討

第
二
外
環
24
年
度
末
に

完
成
の
見
通
し
へ

（
寺
田
一
博
議
員
質
問
続
き
）

　

寺
田
一
博
議
員
（
質
問
）
来
年
度

か
ら
三
年
間
の
次
期
介
護
保
険
料
に

つ
い
て
で
す
が
、
高
齢
者
の
皆
様
の

負
担
を
考
え
る
と
保
険
料
を
現
行
の

基
準
よ
り
も
値
上
げ
す
る
こ
と
は
避

け
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。そ
こ
で
、

私
は
次
の
こ
と
を
提
言
し
ま
す
。
こ

の
中
間
報
告
が
な
さ
れ
て
、
次
の
保

険
料
が
ど
う
な
る
の
か
不
安
に
感
じ

ら
れ
て
い
る
ご
高
齢
の
皆
様
に
対

し
、
こ
こ
で
「
次
期
の
介
護
保
険
料

は
値
上
げ
し
な
い
」
と
。
更
に
精
査

の
う
え
実
現
が
可
能
な
ら
「
値
下
げ

を
す
る
」
と
い
っ
た
宣
言
を
さ
れ
て

は
い
か
が
で
す
か
？
市
長
の
お
考
え

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
次
期
介

護
保
険
料
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、

介
護
に
お
困
り
の
方
す
べ
て
に
十
分

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
介
護
基

盤
の
整
備
等
を
盛
り
込
ん
だ
上
で
、

現
在
の
保
険
料
を
引
き
下
げ
、
高
齢

者
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

　

寺
田
一
博
議
員
（
質
問
）
伝
統
産

業
活
性
化
推
進
計
画
に
お
い
て
重
点

項
目
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
、
こ
の
和

装
産
業
活
性
化
戦
略
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
、
ご
所
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。
さ

ら
に
着
物
の
着
付
け
等
和
装
振
興
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
N
P
O
法
人
と

の
か
か
わ
り
も
、
現
在
で
は
イ
ベ
ン

ト
ご
と
等
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、

年
間
を
通
じ
た
連
携
も
推
し
進
め
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

森
井
保
光
産
業
観
光
局
長（
答
弁
）

首
都
圏
の
情
報
発
信
拠
点
を
中
心

に
、
多
彩
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
展
開
し
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

る
和
装
産
業
の
需
要
の
回
復
に
つ
な

げ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
N
P
O
等

と
の
連
携
強
化
も
、
共
汗
の
観
点
か

ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　

寺
田
一
博
議
員
（
質
問
）
全
国
的

に
見
る
と
京
都
は
商
店
街
加
入
率
が

高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う

い
う
時
期
こ
そ
加
入
促
進
に
関
す
る

条
例
の
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
対
面

販
売
の
良
さ
が
見
直
さ
れ
て
い
る
と

も
聞
い
て
お
り
ま
す
。
小
売
業
事
者

の
産
業
振
興
と
地
域
活
性
に
つ
な
が

る
条
例
の
制
定
を
提
言
し
ま
す
。

　

細
見
吉
郎
副
市
長
（
答
弁
）
議
員

ご
提
案
の
条
例
の
制
定
を
含
め
、
京

都
に
ふ
さ
わ
し
い
活
性
化
策
を
検
討

し
、
地
域
商
業
の
更
な
る
振
興
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

水道へフッ素
西
村
義
直
議
員
（
西
京
区
）

平成24年度末に完成見通しとなっている第二外環状道路（イラスト）

むし歯、歯周病の予防
自分の歯を80歳で20本

介
護
保
険
料
を
引
き
下
げ

歯
の
健
康「
８
０
２
０
推
進
」

歯
の
健
康「
８
０
２
０
推
進
」

商
店
街
へ
の
加
入

促
進
に
条
例
制
定

和
装
産
業
活
性
化

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
で

西村義直議員の質問項目
・水道水へのフッ素の活用

・減災に向けての地域防災力向上の取組
　と観光客への情報提供

・食糧自給率向上等

・キリンビール跡地の活用

・敬老乗車証制度

・ふるさと納税
・市立病院におけるクレジットカード支
　払い

・第二外環状道路及び大山崎大枝線等の
　整備

・市政を進める上での課題に対する市長
　の所見

11月定例市会代表質問は11月20日、自民党市議団
から橋村芳和議員（伏見）、寺田一博議員（上京）、
西村義直議員（西京）の３氏が質問に立ちました。

京
都
市
小
川
特
養
で
リ
ハ
ビ
リ
の
指
導
を
受
け
る
お
年
寄
り
た
ち
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京
都
の
魅
力
は
、
ソ
フ
ト
、

ハ
ー
ド
と
も
に
ま
だ
ま
だ
開
発
向

上
で
き
る
で
し
ょ
う
。
世
界
に
誇

れ
る
美
し
い
街
京
都
を
未
来
世
代

に
伝
え
て
い
こ
う
。

　

単
な
る
物
見
遊
山
で
は
な
い
京

都
な
ら
で
は
の
奥
深
さ
を
堪
能
で

き
る
観
光
が
望
ま
れ
る
。
寺
院
、

大
学
、
文
化
人
と
の
一
層
の
連
携

で
、
講
座
や
体
験
型
観
光
も
一
考
。

小
林
正
明
　

北　

区

加
地　

浩
　

北　

区

　

国
際
的
に
も
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
高

い
都
市
で
あ
る
京
都
は
、
「
友
好

親
善
か
ら
都
市
外
交
へ
」
と
い
う

期
待
が
高
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
実

現
に
努
め
る
こ
と
。

山
本
惠
一
　

北　

区

　

京
都
市
観
光
客
の
更
な
る
増
加

に
は
、
南
部
地
域
に
五
千
台
収
容

で
き
る
駐
車
場
の
完
備
と
駅
へ
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
が
現
実
的
に

は
必
要
と
考
え
ま
す
。

中
村
三
之
助　
上
京
区

　

世
界
文
化
遺
産
や
多
く
の
国
宝

が
存
在
す
る
京
都
の
魅
力
を
更
に

多
く
の
方
々
に
堪
能
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、京
都
が
一
体
と
な
っ
た

よ
り
一
層
の
取
組
が
必
要
で
す
。

　

市
内
に
数
多
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
特
徴
を
い
か
し
、
市
民
に
と
っ

て
も
公
共
交
通
を
利
用
し
な
が
ら

歩
い
て
楽
し
い
観
光
都
市
に
な
る

様
提
言
し
て
ゆ
き
ま
す
。

寺
田
一
博
　

上
京
区

巻
野　

渡
　

左
京
区

　

京
都
の
観
光
都
市
と
し
て
の
輝

き
を
維
持
・
継
続
さ
せ
る
た
め
に

は
、
再
訪
の
希
望
を
抱
い
て
も
ら

う
こ
と
で
す
。
旅
す
る
人
に
京
都

人
の
も
て
な
し
の
心
を
！

大
西　

均
　

左
京
区

　

世
界
の
人
が
訪
れ
る
東
山
。
一

方
だ
か
ら
こ
そ
の
課
題
を
抱
え
て

お
り
、
来
訪
者
と
区
民
の
双
方
が

快
適
で
魅
力
溢
れ
る
観
光
環
境
整

備
推
進
が
大
切
で
す
。

内
海
貴
夫
　

東
山
区

　

観
光
都
市
と
し
て
、
ま
た
歴
史

都
市
と
し
て
京
都
を
発
展
さ
せ
、

市
民
生
活
の
安
定
を
確
実
な
も
の

と
し
、
市
民
の
皆
様
の
為
に
全
力

で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

𠮷
井
あ
き
ら　
山
科
区

　

更
に
観
光
入
洛
客
の
増
加
を
図

る
に
は
国
家
戦
略
と
し
て
の
京
都

創
生
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
。

娯
楽
施
設
憩
い
の
場
を
作
り
、
総

合
的
に
増
強
を
図
っ
て
い
く
。

西
脇
尚
一
　

下
京
区

　

京
都
の
お
土
産
を
買
わ
れ
る
品

の
多
い
の
が
京
菓
子
類
・
京
漬
物
・

仏
具
の
順
で
す
。
京
都
の
お
土
産

を
買
い
な
が
ら
京
都
の
ま
ち
を
楽

し
ん
で
歩
い
て
も
ら
い
た
い
。

田
中
セ
ツ
子　
南　

区

　

京
都
の
ま
ち
づ
く
り
を
文
化
香

る
、
心
和
む
住
み
や
す
く
誇
れ
る

ま
ち
に
す
る
こ
と
が
観
光
客
に
も

感
動
を
与
え
、
観
光
都
市
京
都
の

発
展
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

井
上
与
一
郎　
右
京
区

　

京
都
を
多
く
の
人
が
訪
れ
る
の

は
歴
史
・
伝
統
文
化
が
あ
れ
ば
こ

そ
。
観
光
客
受
入
れ
環
境
整
備
の

充
実
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
保

存
・
再
生
は
や
は
り
重
要
。

　

来
て
よ
か
っ
た
！
ま
た
来
た

い
！
最
高
の
褒
め
言
葉
。
そ
の
た

め
に
も
交
通
施
策
の
充
実
、
お
も

て
な
し
の
心
で
受
け
入
れ
る
こ
と

は
京
都
の
活
力
に
な
り
ま
す
。

田
中
英
之
　

右
京
区

山
元
あ
き
　

右
京
区

　

日
本
の
京
都
か
ら
世
界
の
中
の

京
都
と
し
て
、
何
度
で
も
訪
れ
て

い
た
だ
け
る
様
、
関
西
圏
全
体
の

連
携
を
強
め
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

田
中
明
秀
　

西
京
区

　

京
都
を
訪
れ
る
方
が
毎
年
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
京
都
の
魅
力

を
感
じ
観
光
都
市
、
京
都
に
ふ
さ

わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
全
力

で
が
ん
ば
り
ま
す
。

西
村
義
直
　

西
京
区

自民党市会議員団からのひとこと自民党市会議員団からのひとこと

　

古
都
。
大
学
の
町
。
宗
教
都

市
。
先
端
産
業
都
市
。
い
く
つ
も

の
顔
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
輝
い

て
い
ま
す
。
大
き
な
魅
力
が
観
光

都
市
京
都
を
支
え
ま
す
。

加
藤
盛
司
　

中
京
区

　

観
光
と
は
そ
の
都
市
の
光
を
見

せ
る
事
。
基
幹
産
業
と
し
て
育

て
、
多
く
の
観
光
客
を
受
け
入
れ

る
事
で
京
都
の
光
が
更
に
増
す
様

な
観
光
対
策
が
重
要
で
す
。

津
田
大
三
　

中
京
区

　

千
年
以
上
の
都
。
世
界
遺
産
、

歴
史
文
化
と
伝
統
産
業
の
技
。
そ

こ
か
ら
生
ま
れ
た
先
端
産
業
と
大

学
群
。
全
て
を
備
え
た
ま
ち
！
ど

う
発
信
す
る
か
が
重
要
。

富　

き
く
お　
山
科
区

　

政
治
は
不
可
能
を
可
能
に
す
る

手
段
で
す
。開
け
ゆ
く
洛
南
伏
見
の

歴
史
あ
る
観
光
と
デ
ッ
カ
イ
夢
に

果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
負
託
に

応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

髙
橋
泰
一
朗　
伏
見
区

　

京
都
観
光
の
多
元
化
を
！
醍
醐

寺
、
法
界
寺
、
稲
荷
大
社
、
藤
森

神
社
、
御
香
宮
、
城
南
宮
、
酒

蔵
、
三
十
石
舟
、
寺
田
屋
等
々
。

伏
見
の
街
に
「
お
こ
し
や
す
」

　

京
都
は
集
客
力
の
高
い
観
光
地

の
ほ
か
に
も
、
貴
重
な
資
源
が
豊
富

に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら

に
余
り
光
が
当
た
っ
て
い
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。

繁　

隆
夫
　

伏
見
区

橋
村
芳
和
　

伏
見
区

「観光都市としての京都」

自民党京都市会議員団　〒604-8571京都市中京区河原町御池　E-mail : jimin3@nifty.com  FAX.257-3091
自民党議員団ニュースは広く市政に関することのご意見をお待ちしています。

　

京
都
市
で
は
、
平
成
十
二
年
に
「
観
光
客
五
千
万
人
構
想
」
を
宣

言
し
て
以
来
、
順
調
に
入
洛
観
光
客
数
を
の
ば
し
、
い
よ
い
よ
五
千

万
人
達
成
が
目
前
と
な
り
ま
し
た
。　

新
京
都
市
観
光
推
進
計
画
を
策

定
し
、
観
光
を
都
市
経
営
上
の
重
要
な
政
策
と
位
置
づ
け
オ
ー
ル
京

都
で
観
光
振
興
を
推
進
し
た
成
果
で
も
あ
り
ま
す
。　

一
方
、「
過
去

の
遺
産
に
頼
り
す
ぎ
、
新
し
い
観
光
資
源
も
必
要
だ
」「
観
光
客
に
も

市
民
に
も
満
足
度
の
高
い
観
光
で
あ
る
べ
き
」
な
ど
様
々
な
ご
意
見

も
耳
に
す
る
と
こ
ろ
で
す
。　

大
都
市
で
あ
り
な
が
ら
観
光
都
市
で
あ

る
京
都
の
街
を
ど
う
考
え
る
の
か
？　

新
た
な
年
を
迎
え
て
自
民
党

議
員
団
で
は
京
都
市
の
観
光
政
策
を
特
集
し
ま
し
た
。


